
協
議
会
で
仕
掛
け
づ
く
り

　
大
学
が
産
学
連
携
を
行
う
目
的
は
何
か
。
大
学
独
自
の
自
由
闊
達
な
研
究
は
イ
ノ

か
っ
た
つ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
源
泉
と
い
え
る
。
し
か
し
、
大
学
は
産
業
界
と
直
接
対
峙
す

た
い
じ

る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
社
会
的
な
課
題
を
学
ぶ
こ
と

も
多
い
。
大
学
の
研
究
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
精
緻
な
技
術
や
高
度
な
専
門
知
識

は
、
産
学
相
互
の
役
割
分
担
に
基
づ
く
協
力
体
制
下
で
こ
そ
発
揮
し
、
社
会
あ
る
い

は
我
々
国
民
へ
効
果
的
に
還
元
さ
れ
る
。
現
在
、
大
学
で
実
施
さ
れ
る
共
同
研
究
な

ど
の
件
数
は
確
実
に
増
加
し
、
創
出
さ
れ
る
知
的
財
産
の
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
用
化
に
結
び
つ
い
た
共
同
研
究
や
活
用
に
至
っ
て
い
な
い

特
許
出
願
は
数
多
く
、
大
学
の
優
れ
た
研
究
力
あ
る
い
は
英
知
が
存
分
に
生
か
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
に
向
け
て
、
本
格
的
な
産
学
連
携
を
推
進
す
る
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

大学知の拠点づくりを進める

飯田　香緒里産学連携学会理事東京医科歯科大学研究・産学連携推進機構教授

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
向
け
て

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ５月１４日 木曜日 　　

　
従
来
、
わ
が
国
の
医
薬
品

・
医
療
機
器
産
業
は
欧
米
と

と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の

中
心
に
位
置
し
、
革
新
的
な

医
薬
品
・
医
療
機
器
が
持
続

的
に
創
出
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
近
年
、
再
生

医
療
や
個
別
化
医
療
な
ど
の

先
進
分
野
の
発
展
と
い
っ
た

急
速
な
技
術
革
新
の
影
響
も

あ
り
、
医
薬
品
・
医
療
機
器

の
貿
易
赤
字
は
拡
大
し
て
い

る
。
当
該
産
業
が
伸
び
悩
む

背
景
に
は
、
産
学
間
の
ス
ム

ー
ズ
な
連
携
の
難
し
さ
や
、

基
礎
研
究
か
ら
開
発
の
ギ
ャ

ッ
プ
と
し
て
表
さ
れ
る
「
死

の
谷
」
の
存
在
も
大
き
い
。

　
２
０
１
５
年
４
月
１
日
に

発
足
し
た
「
日
本
医
療
研
究

開
発
機
構

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

」

は
、
研
究
開
発
の
支
援
や
環

境
整
備
で
政
府
の
司
令
塔
的

役
割
を
担
う
。
大
学
や
研
究

所
か
ら
創
出
す
る
医
療
系
の

研
究
成
果
を
効
率
的
に
実
用

化
に
導
く
た
め
に
、
政
府
主

導
で
研
究
費
を
一
元
管
理

し
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研

究
、
非
臨
床
、
臨
床
研
究
・

治
験
、
実
用
化
ま
で
横
断
的

な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
加

速
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
医
療
系
ア
カ
デ
ミ

ア
発
の
自
発
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
発

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を

目
指
す
医
学
系
大
学
産
学
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

ｍ
ｅ
ｄ
Ｕ
―
ｎ
ｅ
ｔ
が
あ

る

図
１
、
図
２
。同
組
織

は

年
６
月
に
文
部
科
学
省

大
学
等
産
学
官
連
携
自
立
化

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
京
医

科
歯
科
大
学

の
一
環
で
始

動
し
た
が
、

年
度
か
ら
は

会
員
制
度
を
拡
充
し
自
立
的

な
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

　
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
は
莫
大
な
費
用
と
長
い

ば
く
だ
い

時
間
を
要
す
る
こ
と
に
加

え
、
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
要

し
、
特
許
成
立
の
困
難
性
、

契
約
な
ど
の
複
雑
性
の
存

在
、
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ

エ
ン
ス

Ｒ
Ｓ

へ
の
配
慮

が
必
要
と
な
る
な
ど
当
該
分

野
特
有
の
専
門
的
な
知
識
が

不
可
欠
と
な
る
。
ま
た
、
産

学
連
携
の
推
進
に
お
い
て
配

慮
が
必
要
な
契
約
遵
守
、

じ
ゅ
ん
し
ゅ

法
令
遵
守
、
利
益
相
反
な
ど

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
医
療
分
野
で
は
と
り

わ
け
慎
重
な
対
応
が
必
要
と

な
る
。

　
し
か
し
、
各
大
学
は
当
該

知
識
お
よ
び
経
験
が
十
分
で

な
く
、
専
門
人
材
な
ど
を
配

置
す
る
余
裕
が
な
い
場
合
も

多
い
。そ
こ
で
、ｍ
ｅ
ｄ
Ｕ
―

ｎ
ｅ
ｔ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

に
散
在
す
る
有
用
な
リ
ソ
ー

ス

情
報
、知
識
、経
験
、教

育
機
能
、発
信
機
能
、人
材

を
共
有
す
る
体
制
を
整
備
し

産
学
連
携
機
能
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
わ

が
国
唯
一
の
医
療
系
産
学
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
特

徴
を
生
か
し
、
政
策
提
言
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
活
動
５
年
目
に
入
っ
た

年
度
は
、
わ
が
国
発
の
医
療

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
必

要
な
本
格
的
な
産
学
連
携
を

誘
因
す
る
仕
掛
け
作
り
に
も

取
り
組
み
、
そ
の
一
つ
が
複

数
の
製
薬
企
業
の
協
力
を
得

て
開
催
す
る
「
創
薬
シ
ー
ズ

相
談
会
」
で
あ
る
。
製
薬
企

業
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
所
属

す
る
大
学
な
ど
機
関
が
有
す

る
創
薬
シ
ー
ズ
に
対
し
て
、

実
用
化
に
向
け
た
研
究
方
針

や
知
財
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

実
施
す
る
も
の
だ
。
従
来
の

単
な
る
産
学
連
携
作
り
を
図

る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
枠
を
超
え

て
、
研
究
者
に
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
に
必
要
な
戦
略
的

な
研
究
の
視
点
や
実
用
化
へ

の
意
識
を
醸
成
さ
せ
る
こ
と

で
本
格
的
な
産
学
連
携
を
誘

導
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　
昨
今
の
社
会
環
境
、
技
術

革
新
、
産
業
競
争
の
変
化
は

目
ま
ぐ
る
し
く
、
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る

技
術
は
複
雑
化
し
多
様
化
す

る
傾
向
に
あ
る
。
現
在
、
解

決
困
難
と
さ
れ
て
い
る
課
題

の
解
決
や
未
来
社
会
の
創
造

を
導
く
に
は
、
従
来
の
技
術

領
域
、
産
業
領
域
を
超
え
た

斬
新
な
発
想
に
加
え
、
産
学

官
が
共
通
の
目
標
の
下
で
一

丸
と
な
り
、
真
の
産
学
連
携

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
結
実
の
要
諦

と
い
え
そ
う
だ
。


